
2024/04  No.12

編集・発行／加瀬よりえ
発行日／ 2024 年 4 月 30 日
TEL 042-328-1885　FAX 042-328-1878
e-mail : kita2@seikatsusha.net
〒 185-0024 東京都国分寺市泉町 3-33-16-103

◎都政へのご意見・ご要望をぜひお寄せください。

https://iwanaga.seikatsusha.me/

都
市
計
画
（
ま
ち
づ
く
り
）

の
分
野
で
は
、
１
９
９
２
年
が

大
き
な
転
機
だ
っ
た
と
い
わ
れ

る
。
こ
の
年
の
都
市
計
画
法
改

正
で
市
町
村
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

（
都
市
計
画
に
関
す
る
基
本
的

な
方
針
）
制
度
が
設
け
ら
れ
、

市
民
参
加
が
法
律
に
明
記
さ
れ

た
。
国
立
や
国
分
寺
で
も
行
わ

れ
て
い
る
ま
ち
づ
く
り
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
等
は
こ
れ
を
機
会

に
活
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
れ
か
ら
30
年
以
上
が

経
っ
た
。
市
民
の
意
見
を
十
分

に
反
映
す
る
参
加
型
の
ま
ち
づ

く
り
は
育
っ
た
か
？

最
近
の
ホ
ッ
ト
イ
シ
ュ
ー
で

あ
る
明
治
神
宮
外
苑
再
開
発
に

よ
る
樹
木
伐
採
、
杉
並
区
の
善

福
寺
川
で
、
川
沿
い
の
緑
を
破

壊
す
る
よ
う
な
地
下
調
節
池
計

画
等
の
経
過
を
知
る
と
行
政
に

よ
る
独
断
専
行
が
相
変
わ
ら
ず

横
行
し
て
い
る
と
の
批
判
が
絶

え
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
そ
も

そ
も
小
池
知
事
は
築
地
市
場
の

見
直
し
を
公
約
に
知
事
に
な
っ

東京を生活優先の都市へ
住民合意のないままに開発優先で突き進む小池都政にストップを！

市民参加は情報公開から

東大名誉教授・
豊橋技術科学大元学長（都市計画）

大西 隆

大
都
市
東
京
の
中
心
部
で
は
、

移
動
販
売
が
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
て

い
る
そ
う
で
す
。
都
心
で
再
開
発

を
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
地
域
の
商
店

が
な
く
な
り
、
車
や
自
転
車
に
乗

れ
な
い
高
齢
者
が
タ
ク
シ
ー
で
豆

腐
を
買
い
に
行
く
な
ど
、
買
い
物

難
民
が
増
え
て
い
る
の
が
現
状
で

す
。２

０
３
０
年
に
は
都
内
の
高
齢

者
の
4
割
以
上
が
単
身
世
帯
に
な

る
と
い
う
推
計
も
あ
り
、
す
で
に

介
護
職
の
大
幅
な
不
足
が
見
込
ま

れ
て
い
ま
す
。
単
身
高
齢
者
の
暮

ら
し
が
立
ち
行
か
な
く
な
ら
な
い

よ
う
に
、
在
宅
の
介
護
や
医
療
を

支
え
る
し
く
み
づ
く
り
も
急
が
れ

ま
す
。

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
や
物
価
高
で

急
増
し
て
い
る
生
活
困
窮
者
へ
の

対
策
は
、
本
来
公
的
な
支
援
で
根

本
的
に
解
決
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
問
題
で
す
。

一
時
的
な
ク
ー
ポ
ン
券
の
配
布

▲昨年 7 月「神宮外苑ツアー」のメンバーの案内で、

再開発予定地を歩く

暮
ら
し
を
支
え
る　
　

し
く
み
づ
く
り
を

「
東
京
グ
リ
ー
ン
ビ
ズ
」

に
逆
行
す
る
都
政

た
は
ず
な
の
に
、
公
約
は
う
や

む
や
に
な
り
、
市
場
跡
地
は
民

間
開
発
業
者
の
案
に
よ
っ
て
開

発
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
神

宮
外
苑
で
は
、
緑
の
拠
点
で
あ

る
べ
き
都
市
計
画
公
園
そ
の
も

の
が
削
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
国

立
で
も
十
分
な
住
民
合
意
が
な

い
ま
ま
に
、
都
市
計
画
道
路
の

事
業
化
が
進
む
恐
れ
が
あ
る
。

30
年
前
に
始
ま
っ
た
市
民
参
加

の
ま
ち
づ
く
り
は
ど
こ
で
道
を

外
し
て
し
ま
っ
た
の
か
？

最
大
の
問
題
は
情
報
公
開
の

不
徹
底
で
は
な
い
か
。
テ
ー
マ

に
係
る
情
報
を
、
行
政
は
何
年

も
蓄
積
し
て
き
て
、
初
め
て
そ

れ
を
知
る
こ
と
に
な
る
市
民
に

小
出
し
で
示
せ
ば
、
市
民
を
誘

導
し
た
り
、
時
間
切
れ
で
都
市

計
画
な
ど
の
手
続
に
持
ち
込
む

こ
と
が
可
能
に
な
る
。
情
報
公

開
を
求
め
て
も
、
事
前
に
は
公

開
す
る
べ
き
情
報
が
な
い
と
拒

ま
れ
、
事
後
に
は
の
り
弁
と
称

さ
れ
る
黒
く
塗
り
つ
ぶ
さ
れ
た

箇
所
の
多
い
情
報
の
断
片
が
示

さ
れ
る
。
こ
れ
で
は
主
役
と
さ

れ
る
市
民
が
主
導
的
に
ま
ち
づ

く
り
の
議
論
を
進
め
て
行
政
が

そ
れ
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
と
い
う

関
係
は
生
ま
れ
な
い
。
ま
ち
づ

く
り
の
情
報
は
市
民
の
財
産
、

と
の
観
点
で
す
べ
て
の
情
報
を

市
民
が
共
有
し
て
議
論
で
き
る

態
勢
を
構
築
す
る
こ
と
か
ら
立

て
直
す
必
要
が
あ
り
そ
う
だ
。

小
池
知
事
は「
環
境
先
進
都
市
」

を
掲
げ
て
い
ま
す
が
、
神
宮
外
苑

を
は
じ
め
日
比
谷
公
園
、
葛
西
臨

海
水
族
園
な
ど
の
樹
木
大
量
伐
採

に
加
え
、
無
電
柱
化
の
た
め
に
数

千
本
の
街
路
樹
伐
採
が
計
画
さ
れ

て
い
ま
す
。

大
都
市
東
京
を
冷
や
し
、
潤
い

を
も
た
ら
し
て
き
た
大
木
を
切
り

倒
す
こ
と
で
、
風
は
さ
ら
に
熱
を

増
し
気
候
危
機
対
策
に
逆
行
し
ま

す
。昨

秋
開
催
し
た
、
東
大
名
誉
教

授
大
西
隆
氏
に
よ
る
「
都
市
計
画

か
ら
見
る″
神
宮
外
苑
″
再
開
発

問
題
」
と
題
し
た
都
政
フ
ォ
ー
ラ

ム
で
は
、
風
致
地
区
の
解
除
や
都

市
計
画
公
園
の
面
積
を
恣
意
的
に

未
供
用
指
定
し
て
都
市
公
園
面
積

を
縮
小
す
る
な
ど
、
都
が
規
制
緩

和
を
主
導
し
て
い
る
こ
と
が
明
確

に
な
り
ま
し
た
。
都
民
が
大
切
に

育
み
、
時
代
を
超
え
て
引
き
継
い

で
き
た
公
共
の
財
産
が
な
い
が
し

ろ
に
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
知
事
は

民
間
の
事
業
だ
か
ら
と
聞
く
耳
を

持
ち
ま
せ
ん
。

気
候
危
機
の
時
代
に
あ
っ
た
都

市
づ
く
り
を
市
民
参
加
で
す
す
め

て
い
く
こ
と
こ
そ
、
東
京
の
役
割

で
す
。

7月7日都知事選

や
フ
ー
ド
バ
ン
ク
・
子
ど
も
食
堂

の
運
営
補
助
な
ど
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
頼
み
と
な
っ
て
お
り
、
生
活
困

窮
者
の
暮
ら
し
は
一
向
に
改
善
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。
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2023年 5月、国立市は東京
大学大学院教育学研究科と連携
協定を結び、フルインクルーシ
ブ教育へと大きく舵を切りまし
た。市はこれまでも地域の子ど
もは地域の学校で受け入れてき
ましたが、通常学級ではなく特別
支援学級や特別支援学校といっ
た選択をした家庭は少なくありま
せん。
国立市が目指すのは「しょう
がいのある児童・生徒もしょうが
いのない児童・生徒も同じ場で
共に学び、相互に成長できるフ
ルインクルーシブ教育」であり、
「児童・生徒が持つ能力を最大
限発揮できるよう個別支援のた
めの環境整備を進める」ことで
すが、教員や保護者・関係者で
もフルインクルーシブ教育につ
いての知識の足並みは揃ってお
らず、考えるイメージもまちまち
です。議会でも理解が進んでい
るとは言えず、議論が深まらな

かったことは残念です。
誰もが共に過ごせるよう学校
施設の整備についてガイドライ
ン等を策定しエレベーターの設
置などの改修を行ったり、個別
支援のために教員や支援員の充
分な配置をしたり、少人数学級
を目指すことなど、しっかり予算
をつけて実行することが必要で
す。子どもだけでなくしょうがい
のある教員が働けるような整備
も重要です。
「フルインクルーシブ教育は
理想的だけれど実現は難しい」
に留まらず、いま目の前で困って
いたり差別を受けている子ども
たちのために何ができるか考え、
通常級でできることを増やして
いくべきではないでしょうか。変
わるべきは子どもではなく学校
です。しょうがいのあるなしに関
わらず、全ての子どもと大人が
過ごしやすくなるのがフルインク
ルーシブ教育です。

高
濃
度
の
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
（
有
機

フ
ッ
素
化
合
物
）
が
、
多
摩
地
域

だ
け
で
な
く
区
部
も
含
め
て
都
内

全
域
で
検
出
さ
れ
、
地
下
水
汚
染

は
広
域
的
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の
濃
度
基
準
値
は
、

日
本
で
は
現
在
５
０
ng
／
１
L
が

暫
定
目
標
値
と
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
米
環
境
保
護
局
は
４
月
に
４

ng
／
１
L
と
踏
み
込
ん
だ
飲
み
水

の
濃
度
基
準
を
決
定
し
ま
し
た
。

予
防
原
則
に
立
ち　
　
　
　

人
体
への
影
響
の
解
明
を
！

生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
、

長
年
、
水
や
化
学
物
質
の
問
題
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
な
か
で

も
地
下
水
の
保
全
・
活
用
を
は
じ

め
と
し
た
水
循
環
、
化
学
物
質
の

環
境
や
健
康
へ
の
影
響
は
主
要
な

テ
ー
マ
で
す
。
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
汚
染
問

題
に
つ
い
て
は
「
地
域
ネ
ッ
ト
連

絡
会
」
を
立
ち
上
げ
、
都
へ
の
ヒ

ア
リ
ン
グ
や
要
望
活
動
、
議
会
質

問
、
意
見
書
提
出
な
ど
を
積
み
重

ね
て
い
ま
す
。

２
月
に
行
っ
た
東
京
都
へ
の
ヒ

ア
リ
ン
グ
で
は
、
都
の
専
門
機
関

が
持
つ
高
い
技
術
力
を
駆
使
し

PFAS汚染の原因究明と
汚染除去を急げ！

フルインクルーシブ教育は誰のためか

国立市議会議員 古濱 薫

て
、
国
に
先
が
け
た
対
策
を
す
す

め
る
よ
う
求
め
る
と
と
も
に
、
国

に
対
し
て
は
、
汚
染
源
の
特
定
と

除
去
、
予
防
原
則
の
立
場
に
立
っ

た
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の
使
用
規
制
、
成
長

過
程
に
あ
る
子
ど
も
を
含
め
た
バ

イ
オ
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
人
体
へ
の

影
響
の
解
明
や
予
算
措
置
を
行
う

こ
と
を
要
望
し
ま
し
た
。

公
共
財
で
あ
る
地
下
水
を

次
世
代
へ残
す
た
め
に

多
摩
地
域
で
は
、
広
く
市
民
の

貴
重
な
財
産
と
し
て
地
下
水
を
水

道
水
源
に
加
え
、
農
業
、
豆
腐
や

酒
づ
く
り
な
ど
の
食
品
加
工
と
し

て
も
大
切
に
使
い
続
け
て
き
ま
し

た
が
、
取
水
井
戸
２
４
７
本
の
う

ち
、
現
時
点
で
40
本
が
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ

汚
染
等
に
よ
っ
て
停
止
し
て
お

り
、
２
０
２
２
年
度
の
配
水
量
に

占
め
る
地
下
水
の
割
合
は
国
立
市

は
26
％
、
国
分
寺
市
は
９
％
に
ま

で
減
っ
て
い
ま
す
。

将
来
的
に
は
汚
染
を
除
去
し
て

水
道
水
源
井
戸
を
復
活
で
き
る
よ

う
に
、
引
き
続
き
自
治
体
と
連
携

し
て
都
の
取
り
組
み
を
求
め
て
い

き
ま
す
。

◀ 2 月 10 日、
要望を国に提出

5月22日（水）開会～6月12日（水）閉会
■所属する公営企業委員会は、5月23日(木)、
6月７日(金)開催。
本会議・委員会のいずれも13時より開始です。

2024年都議会第2回定例会日程（予定）

インターネット配
信はこちらから↓

傍聴案内は
こちらから↓

にじいろ
Photo 
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▶4/6  久しぶりに各団体のブース
も賑わいを見せた国立さくらフェス
ティバルで、車いす試乗体験

◀4/17  継承者を必要とせず環境に配慮
した自然葬を、都立霊園で初めて取り入れ
た小平霊園の見学会を開催

1. 東京都生物多様性地域戦
略と玉川上水について

2. 連光寺・若葉台里山保全
地域について

3. 特別支援学校のスクール
バスについて

4. すべての子どもの学びの
保障について

【第一回定例会 

文書質問項目】

政治と金の問題で不信が募
る中、昨年末、辺野古新基地
建設をめぐる沖縄県の民意を
押し切り、国による代執行が
行われました。
今国会には、地方分権・地

域主権に反する「国の指示権」
を新設する地方自治法改正案
が提出されています。国と地
方は「対等・協力」とし、「国
の関与は最小限」とした地方
分権一括法の原則を、中央集
権・上意下達の政治に逆戻り
させるものです。
自治・分権型社会の実現を
目指し活動する生活者ネット
ワークは、この法改正に反対
します。

何のための改正？
逆行する地方分権の
改正案にはNo！

逆行する
地方自治法改正案
にはNo！

【2024都知事選】
任期満了に伴う都知事選挙は、6月２０(木)告示　7月7日(日)投開票です。

◀広 と々した
樹木葬墓地

◀3/29  都立光ヶ丘公
園の防災ウォッチング
に参加。かまどベンチや
マンホールトイレを見学
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